記 

4i- 



いている うちに は »| くなります、 ほかほかす るく らい 

です。 

やがて、 六 七 町 潜って 出ました。 

うち 

まだ この間 は 気丈夫で ありました。 町の 中です から 

きれ い 

両側に 家が 続いて おります。 この辺 は 水の 綺麗な 処で、 

軒下の 両側 を、 清い 波 を 打った 小川が 流れて います。 

やさし 

も つ とも それなん ぞ 見える ような 容易い 積り 方 じゃあ 

リ ません。 

御存じの方 は、 武 生と 言えば、 ああ、 水の きれいな 

処か と言われます —— この 水が 鐘 を 鍛える のに 適する 

かま なべ 

そうで、 釜、 鍋、 庖丁、 一 切の 名産 —— その 昔 は、 聞 



えた 刀鍛冶 も 住みました。 今 も 鍛冶屋が 軒 を 並べて、 

その 中に、 柳と ともに 目立つ の は 旅館であります。 

めぬき まち はず 

が、 もう 目 貫の 町 は 過ぎた、 次第に 場末、 町 端れ の 

おおき けわし 

と言うと すぐに 大 な 山、 嶮 い 坂になります 

あたりで。 …… この 町 を 離れて、 鎮守の 宮を 抜けます 

と、 いま 行こうと する、 志す 処へ 着く I 舌な のです。 

それ は、 —— そこ は —— 自分の 口から 申 兼ねる 次第 

であります けれども、 私の 大恩 人 —— いえいえ 恩人で 

わびず ま い 

そして、 夢にも 忘れられない 美しい 人の 侘 住居な ので 

あります。 

ほっこく 

咤 住居と 申します —— 以前 は、 北国に おいても、 旅 



なかん ずく つた や 

昔から 人が 言う のであります。 就中、 蔦屋 —— その 

旅館の —— お 米さん (恩人の 名です) と 言えば、 国々 

評判な ので ありました。 

まだ 汽車の 通じない 時分の 事。 …… 

「昨夜 は どちらで お 泊り ご 

「武 生で ございま すご 

きれ い 

「蔦 屋 ですな、 綺麗な 娘さんが 居ます。 勿論、 御覧で 

しょう。」 

みちづれ たてば ことば 

旅 は 道 連が、 立場で も、 また 並木で も、 言を掛 合う 

うち 

中には、 きっと この 事がなければ 納まらなかった ほど 

であった のです。 



ゆきき な いくたび 

往来に 馴れて、 幾度 も 蔦屋の 客と なって、 心得顔 を 

した もの は、 お来さん の 事 を 渾名して、 むつの 花、 む 

つの 花、 と 言いました。 —— 色と 言い、 また 雪の 越路 

の 雪 ほどに、 世に 知られた と 申す 意味で はない ので I 

くりごと かたわ 

I これ は 後 言 であった のです。 …… 不具 だと 言う の で 

す。 六本 指、 手の 小指が 左に 二つ あると、 見て 来たよ 

うな 噂 をし ました。 なぜか、 —— 地方 は 分けて 結婚 

期が 早い のに —— 一 一十 六 七まで 縁に 着かないで いたか 

ら です。 

おもいもの 

(しかし、 …… やがて 知事の 妾 になった 事 は 前に 

ちょ つ と 申しました。) 



のです。 

脚気 を 煩って、 衝心 をし かけて いたのです。 そのた 

めに 東京から 故 # に 帰る 途中 だ つたので あります が、 

しろ かす リ すだ- d くろ かば A 

汚れく さった 白鉼を 一枚き て、 頭陀袋の ような 革飽 

一 つ 掛けた の を、 玄関 さきで 断られる 処を、 泊めて く 

あじさい みとお 

れ たの も、 蛍と 紫陽花が 見 透し の 背戸に 涼んで いた、 

め なさけ 

そのお 米さん の 振 向いた 瞳の 情だった のです。 

とぎしる 

水と 言えば、 せ ぃぜ い 米の 磨汁で も くれそう な処 を、 

きみ なさけ もえぎ かや べに 

白雪に 蛋 黄の 情。 —— 萌 黄の 蚊帳、 紅の 麻、 ：•：. 蚊の 

ひど 

酷い 処で すが、 お 米さん の 出入りに は、 はら はらと 蛍 

ゆびわ すか 

が 添って、 手 を 映し、 指環 を 映し、 胸の 乳房 を 透して、 



ら 内証で、 その 蔦屋へ 参りました。 

さ つき 

皐月 上旬で ありました。 

かど ながれ ふた もと やなぎ 

門、 背戸の 清き 流、 軒に 高き 二 本 柳、 —— その 

あおやぎ しげ リ たたず うちわ 

青柳の 葉の 繁茂 —— ここに \ィ み、 あの 背戸に 団扇 を 

持った、 その 姿が 思われます。 それ は 昔の ままだった 

ひとむね テ エブル 

が、 一 棟、 西洋 館が 別に 立ち、 帳場 も 卓子 を 置いた 受 

附 になって、 蔦屋の 様子 はか わって いました。 

代替り になった のです。 —— 



が、 雪 難 之 碑と 刻んだ、 一 基の 石碑が 見えました。 

にかつ ぎふ 

雪の 難 —— 荷担 夫、 郵便配達の 人た ち、 その 昔 は 

あまた 

数多の 旅客 も —— これから さしかか つ て 越えよう とす 

とうげみち おと 

る峠路 で、 しばしば 命を嫫 したので あります から、 い 

かさな 

ずれ その 霊 を 祭った のであろう、 と 大空の 雲、 重る 山、 

いただき そび す さま おおなみ 

続く 巔 、 聳 ゆる 峰 を 見る につけて、 凄じき 大濤の 雪 

の 風情 を 思いながら、 旅の 心 も 身に 沁みて 通過ぎ まし 

た。 

なわて みち あぜ いおり 

啜 道 少しば かり、 菜種の 畦 を 入った 処に、 志す 庵 

わび かど 

が 見えました。 侘しい 一 軒 家の 平屋です が、 門の かか 

さま しの かやぶ き 

りに 何となく、 むかしの 状 を ir ばせ ます、 萱葺の 屋根 



ではありません。 

せ せらぎ 

伸 上る 背戸に、 柳が 霞んで、 ここに も 細流に 山吹の 

影の 映る のが、 絵に 描いた 蛍の光 を 幻に 見る ようで あ 

りました。 

夢にば かり、 現にば かり、 十 幾年。 

こうがい 

不思議に ここで 逢いました —— 面影 は、 黒髪に 笄 

力.；， ど リ はる 力 

して、 雪の 禰襠 した 貴 夫人の ように 遥に 思った のと 

まるで くろじゅす しま 

は 全然 違いました。 黒襦 子の 襟の かかった 縞の 小袖に、 

ちっとす き 切れの あるば かり、 空色の 絹のお なじ 襟の 

， J い ぐち ほつ そ 

かかった 筒袖 を、 帯 も 見えない くらい 引合せて、 細リ 

と 着て いました。 



その 時 は、 四 畳 # ではありません。 が、 炉を 切った 

茶の 室に 通されました。 

時に、 先客が 一 人ありまして 炉の 右に 居ました。 気 

高い ばかり 品の いい 年と つた 尼さん です。 失礼ながら、 

この 先客 は 邪魔でした。 それが ために、 いと ど 拙い 

口の、 千の 一 つも、 何にも、 ものが 言われなかった の 

であります。 

「貴女 は 煙草 を あがります かご 

こいぐち きせる 

私 はお 米さん が、 その 筒袖の 優しい 手で、 煙管 を 持 

つ のを視 てそう 言いました。 



のが 都会に おける 私 ども、 なかま、 なかまと 申して 私 

など は、 ものの 数で もない のです が、 立派な、 画の 

せんせいがた かたつば し やつ 

画伯 方の 名 を 呼んで、 片端から、 奴が と 苦り、 あれめ、 

さげす からから 

と 蔑み、 小僧、 と呵々 と 笑います。 

とびさが おじぎ 

私 は 五六 尺 飛 退って 叩頭 をし ました。 

「汽車の 時間が) J ざ いますから。 」 

な 力ば 

お 米さん が、 送って 出ました。 花 菜の 中 を 半の 時、 

むせ 

私 は 香に 咽んで、 涙ぐんだ 声して、 

「お 寂しく お いでなさい ましょう。 」 

と 精 一 杯に 言った のです。 

「いいえ、 兄が 一緒です から …… でも 大雪の 夜 なぞ は、 



そんな 事まで 思いました。 

まるまげ 

円 鬆 〔# ルビの 「まるまげ」 は 底本で は 「まるはげ」 ：- に 

こ いぐち 

結って、 筒袖 を 着た 人 を、 しかし、 その 二人 はかえ つ 

て、 お 米さん を 秘密の 霞に 包みました。 

みそじ やつ 

三十路 を 越えても、 窶れても、 今 も その美し さ。 片 

田舎の 虎杖に なぞ 世に ある 人と は 思われません。 

おとずれ 

ために、 音信 を 怠りました。 夢に 所がき をす るよう 

ですから。 …… と は 言え、 一 つ は、 日に 増し、 不思議 

に 色の 濃くなる 炉の 右左の 人 を 憚 つたので あります。 

しさい はず 

音信して、 恩人に 礼 をいた すのに 仔細 はない 害。 け 

れ ども、 下世話に さえ 言います。 慈悲 すれば、 何とか 



する。 …… で、 恩人と いう、 その 恩に 乗じ、 情に 附入 

るよう な、 賤 しい、 浅ましい、 卑劣な、 下司な、 無礼 

な 思いが、 どうしても 心 を 離れない ものです から、 ひ 

とり、 自ら 憚られた ので ありました。 

私 は 今、 そこへ —— 

五 

「ああ、 あすこが 鎮守 だ —— J 

吹雪の 中の、 雪道に、 白く 続いた その 宫を、 さなが 

もうろう 

ら 峰に 築いた ように、 高く 朦朧と 仰ぎました。 



飛び、 巻いて は 飛びます。 巌 にも 山に も 砕けないで、 

皆 北海の 荒波の 上へ 馳 るので す。 —— もうこの 渦が こ 

ま 

ん なに 捲く ようになりまして は 堪えられません。 この 

わきた 

渦の 湧 立つ 処は、 その 跡が 穴に なって、 そこから 雪の 

柱、 雪の 人、 雪女、 雪 坊主、 怪しい 形が ぼッと 立ち ま 

す。 立って 倒れる のが、 そのまま 雪の 丘の ようになる 

…… それが、 右に なり、 左に なり、 横に 積り、 縦に 敷 

きます。 その 行く 処、 飛ぶ 処へ、 人のから だ を 持って 

あおむ うつむか 

行って、 仰向けに も、 俯向せ にもた たきつける のです _ 

—— 雪 難 之 碑。 —— 峰の 尖ったよ うな、 そこの 大木 

こずえ まつげ 

の 杉の 梢 を、 睫毛に のせて 倒れました。 私 は 雪に 埋 



れて 行く …… 身動き も 出来ません。 くいし ばっても、 

し こゆき あじさい 

閉じても、 目 口に 浸む 粉雪 を、 しかし 紫陽花の 青い 

はなびら 

花片 を 吸うよう に 思いました。 

あやめ 

—— 「菖蒲が 咲きます ご —— 

蛍が 飛ぶ。 

私 はお 米さん の、 清く 暖 き膚を 思いながら、 雪に 

むせんで 叫びました。 

「魔が 妨げる、 天狗の 業 だ —— あの、 尼さん か、 怪し 

い 隠士 かご 

大正 十 二 九 ニー) 年 四月 
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